
一一一二
O

薬

剤

に
ふ
る
雑
草

の
駆

除
試
験

小

委

畑

の

除

草

に

就

き

て

第

五

報

農

感

博

士

近

藤

高

太

良日

笠

原

安

夫

-
、
緒

雷

、J

著
者
等
。
は
昭
和
一
五
年
五
月
に
営
研
究
所
の
小
茶
畑
に
於
て
襲
剤
に
よ
る
雑
草
の
駆
除
試
験
を
行
ひ
た
る
が
、

そ
の
結
果
硫
蝦
ニ
・
五

uw博
液
を
坪
賞
三
立
、
或
は
四
・
九
%
溶
液
を
一
・
五
立
撒
布
す
れ
ば
、
雑
草
は
凡
で
殆
ん
ど
完
全
に
枯
死
し
、
又
、
石
友
窒
棄
を
坪
嘗
一
二

一二
・七
g
(
反
賞
一

O
貫
、
但
し
僚
聞
の
み
撒
布
し
た
る
に
よ
り
貰
際
撒
布
は
反
省
三
・コ
一
貫
に
て
足
れ
り
)
撒
布
す
れ
ば
、
同
じ
く
雑
草
を

枯
死
せ
し
め
得
る
の
み
な
ら
や
、
両
者
共
に
小
奏
の
成
育
は
外
翻
的
に
何
等
の
障
害
を
蒙
り
た
る
を
認
め
ざ
り
き
・

右
の
結
果
を
更
に
確
賓
な
ら
し
め
ん
が
矯
め
に
、
昭
和
一
五
年
よ
り
一
六
年
に
か
け
て
試
験
を
重
ね
行
ひ
た
り
。
而
し
て
石
友
窒
素
及
び

硫
酸
の
外
に
硫
酸
館
、
硫
安
、
車
業
酸
加
星
等
を
用
ひ
た
り
。
戎
に
之
に
つ
ぎ
て
報
告
せ
ん
と
す
。

二
、
小
夢
播
種
前
の
石
民
窒
素
撒
布
ま
雑
草
費
生
ま
の
聞
係

今
日
小
委
畑
に
元
肥
と
し
て
石
友
章
棄
を
撮
布
す
れ
ば
、
雑
草
費
生
を
防
止
す
る
に
効
果
る
り
と
一
般
に
一
試
は
る
L
が
故
に
、
設
に
戎
の



二
方
法
に
よ
り
て
試
験
を
行
ひ
た
り
。

て

試

験

の

方

法

A
、
稲
刈
跡
卸
ち
耕
起
前
に
石
夜
空
素
撒
布

石
次
窒
棄
を
反
賞
五
、

一
O
、
二

O
貰
撒
布
す
ぺ
く
、
一
二
一世
を
設
け
た

p
。
各
置
は
一
坪
と
す
、
而
し
て
三
ケ
所
に
直
を
設
け
て
三
回
反

一
二
月
四
日
に
「
新
中
長
」
小
奏
を
播
種
し
た
り
。

覆
し
た
り
。
昭
和
一
五
年
一
一
月
二
八
日
に
撒
布
し
、
普
通
の
如
く
牛
耕
整
地
し
て
、

B
、
耕
起
後
に
石
友
窒
業
撒
布

く
整
地
し
て
、

一
二
月
-
一
日
に
「
新
中
長
」
小
奏
を
播
種
し
た
り
。

一
O
、
二

O
貨
を
撒
布
十
。
各
区
一
坪

ιし
て
三
ケ
所
に
於
て
三
回
反
覆
し
た
り
。
撤
布
後
普
通
の
如

牛
緋
後
一
二
月
四
日
に
反
賞
五
、

棋
盤
・
匿
と
し
て
普
通
の
如
く
栽
培
管
理
す
る
区
を
設
け
た
り
。

る
・
各
畦
は
幅
四
・
六
尺
、
ニ
僚
の
作
僚
主
作
る
。
各
作
僚
の
幅
を

向
右
試
験
栽
培
の
概
要
を
越
ぶ
れ
ば
、
稲
刈
取
後
、
徐
切
牛
耕
を
行
ひ
、
南
北
に
畦
を
倖
り
、
馬
鍬
に
て
荒
砕
を
な
し
・
後
鍬
に
て
腔
を
作

鍬
幅
と
な
す
。
小
菱
の
播
種
量
は
反
省
三
升
と
し
、
一
二
月
四
日
・

一
日
播
種
し
、
播
種
後
堆
肥
を
施
し
て
複
土
に
代
へ
た
り
?
共
時
肌

肥
〈
元
E
V
と
し
て
下
肥
反
嘗
一

O
O貫
を
施
し
た
り
。
施
肥
量
は

下
衰
の
如
し
。

標
準
直
は
右
の
施
肥
に
よ
り
た
る
が
、
石
次
空
素
撒
布
の
も
の
は

要
剣
に
よ
る
縫
草
の
嵐
除
滋
騒

第
五
綴

統過硫楠下縫
施

酸歯磨
肥

加号 寅
穏

里>><安粕胞肥
領

自想
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義
組
用
に
よ
る
経
噛
阜
の
属
除
政
厳

第
五
綴

ニZ
-ー匂

元
肥
と
し
て
下
肥
を
施
す
の
必
要
た
き
故
に
、
之
b
L
施
さ
守
し
て
、
迫
肥
と
し
て
五

O
貰
を
施
し
た
り
。

管
理
と
し
て
は
中
耕
土
入
を
一
月
中
旬
、
二
月
中
下
旬
、
三
月
下
旬
の
三
固
に
行
ひ
、
土
寄
を
四
月
下
旬
に
行
ふ
。

二

、

試

験

の

結

果

A
、
B
共
に
小
委
の
稜
芽
に
は
何
等
の
害
b
L
認
め
歩
。
共
後
の
生
育
は
標
準
に
比
較
し
て
旺
盛
な
り
き
。
さ
れ
ど
こ

O
貫
直
は
著
し
く
車
問

出
来
に
た
り
て
倒
伏
し
、
ウ
ド
シ
コ
病
の
費
生
を
見
て
、
矯
め
に
生
育
聞
は
不
良
な
り
き
。
市
し
て
雑
草
の
珪
生
を
観
察
し
た
る
に
、
石
友
窒

議
撒
布
直
と
槙
単
と
の
聞
に
差
異
は
認
め
ら
れ
ぎ
り
き
・

此
賓
験
の
方
法
及
結
果
に
つ
き
て
考
察
す
る
に
、
石
友
重
棄
を
元
肥
と
し
て
施
す
と
と
は
、
そ
の
牛
耕
整
地
の
前
た
る
と
後
た
る
と
を
問

は
』
て
そ
の
雑
草
防
止
の
効
果
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
ざ
り
き
。
そ
の
原
因
は
直
接
石
次
蜜
識
に
接
絹
せ
ざ
る
地
中
種
子
は
容
を
受
け
歩
、
之

が
牛
耕
砕
土
、
作
僚
等
の
整
地
作
業
に
際
し
て
地
表
に
品
で
、
と
の
容
を
受
け
ざ
り
し
雑
草
種
子
は
普
通
の
紋
態
に
で
費
芽
生
育
す
る
に
よ

る
友
り
。
よ
っ
て
次
回
の
試
験
に
於
で
は
此
離
を
考
慮
し
て
整
地
を
行
は
ん
と
す
。

-
品
、
小
夢
の
各
生
育
期
侃
於
け
芯
藁
剤
撒
布
が
雑
草
駆
除
及
び

小
夢
の
生
育
並
に
牧
量
に
互
依
す
影
響

て

試

験

の

坊

法

昭
和
一
六
年
二
月
三
目
、

ロ
百
五
日
、
一
ニ
月
二
五
目
、
五
月
一
一
一
目
、
四
月
一
七
日
、
四
月
二
八
日
の
六
固
に
小
婆
の
各
生
育
期
に
於
て

礎
剤
と
し
宅
硫
酸
蛾
〈
緯
馨
て
硫
階
、
盟
議
酸
加
皇
、
石
友
窒
索
、
硫
安
を
小
委
の
作
傑
或
は
作
僚
聞
に
、
溶
液
は
如
露
に
よ
り
、
粉
末
は
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小
委

圃
薬

剤
除

草
試

験

第
1

閲
撒

布
試

駿
2

用
3

日
撤

布

5
思
21

日
残

草
置

標
語

に

実
官
手
期
撤

ffl室賢
霊

せ
す

る
極
g!J

!
故

福
富

時
の

競
察

生
寸
戸

l乾
草

屋

雑
草

積
額

総
重
量

設
重
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歩
設
璽合
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察
室
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、
カ
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ノ
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、
ス
ご
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 1
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メ
ノ
テ
ツ
ポ
骨
、
ム
シ
グ
ザ
、

J
2050 

ん
ど

枯
死

ミ
ノ
フ
ス
マ

硫く線酸軍鐙事〉
却
%
1
主

業
雲

芙
の

薬
黒

鐙
す

、
a
、

• 
2

 
型E

の
葉
黒
喜
重
し
て
少
し
く

174
田
.
3

I
 5
4
 

カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
、
紫
雲
英
、
ハ
ル

忽
別

7
田
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8
 

被
害

あ
り

タ
デ
、
ス
マ
メ
ノ
テ
ヲ
ボ
ウ
、
ム

シ
グ
サ
‘
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ

カ
ズ

ノ
コ

グ
サ

、
ス

グ
メ

ノ
テ

1
 

回
40.9 
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6
 

ヲ
雪2ポ!i
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、
ハ
ル
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デ
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ム
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28ω 
.
 f!l8
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28.46 

石
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反
警
営
察5
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存
る
も
日
り
あ
り

禦
英
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す被
害
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お
|

雑
主事

罷
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草

乾
車

霞
歩

歩
合

カ
ズ
ノ
ヨ
グ
ザ
ゾ
、

J~
!J
デ
、
繁

1
 

40 
26.0 

9
 

2~jポE
ギ

み
シ

グ
サ

、
ス

ず
メ

ノ
テ

ぉ
∞

951 
1C
怠
3

114.6 
29.44 

タ
ウ

'C
反H

嘗
1102震5

E〉
あ

り
て

絡
死

し
た

る
カ
ヨ

(
1
ヨ
グ
サ
、
集
室
奏
、
ス

e
も
あ
り

2
 

114 
41.5 

お
メ

ノ
テ

ツ
ポ

ウ
、

ノ
S

ノ
7

ス
2
笛
O

初
3

102.0 
100.0 

28..34 
守
、
ム
シ
グ
サ
、
，
、

I~
!J
ヲー

除
草

餅
悌

|
伊

|
1-1 

一
1-1 

一
|

翻
1
002卜

1-
1
捌

紫
雲

英
、

/
ミ

ノ
プ

ス
マ

、
ョ

1
 

154 
1
∞

 
日

メ
ナ

、
ス

マ
メ

ノ
テ

ツ
ボ

ウ
.

24∞
 

ツ
メ
グ
ザ
、
ム
シ
グ
サ
、
，
、

J~
!J 

デ
、
ス

f
メ

ノ
カ

タ
ピ

ラ

2
・

275 
1 ∞

 
7
8
 

カ
ズ

ノ
ヨ

グ
ザ

、
ス

マ
メ

ノ
テ

1
2
駒

ツ
ボ

ウ
、

ム
シ

タ
サ

、
繋

雲
葵

備
考

1
)

線
磐

普
通

の
宛

燃
の

も
の

石
炭

蜜
素

砂
2こ

混
じ
織
布

わ
一

一
一

一
多

量
に

愛
生

せ
る

種
類

3) 
標
準
に
撃
せ
す
る
歩
合'i

無
除

草
の

題
合

を
1∞

と
す
。

4) 
本
1
4
.
"
(
1)(2)

医
は
同
一
商
事
量
な
れ
ど
も
(2)

屋
は
(1)

医
よ
り
著
し
く
雑
筆
愛
生
が
多
か
り
き

9

5
)

標
準

に
劃

す
る

歩
合

は
(
l
X
2
)
底
倒
に
夫
々
計
算
せ
り
。

6) 
此

訴
.

に
於

て
は

申
緋

土
寄

を
行

は
ず

叫

8
3
0
 

1∞
 

1
∞

 
29.

国
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1
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お
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第・4
回
試
験
〈
二
月
三
日
撒
布
〉

(
イ
V

綾

馨

第
一
表
に
よ
れ
ば
、
塊
献
の
廉
債
な
る
繰
馨
の
ニ

O
M溶
液
を
坪
官
一
立
撒
布
し
た
る
に
、
二
月
三
日
は
未
だ
小
委
の
幼
少
な
る
時
鳳
な

る
故
に
、
若
葉
を
少
し
く
黒
費
し
て
害
を
奥
へ
た
る
も
、
後
に
間
も
な
く
小
峯
は
怯
復
し
た
る
が
、
穀
牧
量
は
標
準
(
無
除
草
V

に
比
し
て

八
六
1
九
O
Mに
な
り
て
少
し
く
減
少
し
た
り
。
撒
布
営
時
の
雑
草
は
末
本
科
を
除
き
て
殆
ん
ど
枯
死
し
た
れ
E
、
後
に
再
生
又
は
新
費
生

す
る
も
の
あ
り
て
、
五
月
二
一
日
に
建
草
量
を
秤
量
し
た
る
に
、
そ
の
生
草
量
は
標
準
に
封
し
て
第
一
一
肢
は
二
九
%
、
第
二
直
は
六
コ
一
一
戸
な

り
き
。
匿
に
よ
り
て
建
草
量
の
異
る
は
、
始
め
の
雑
草
費
生
量
に
義
異
あ
り
し
が
矯
め
に
し
て
、
第
二
置
は
第
一
区
に
比
し
て
始
め
に
約
二

倍
の
雑
草
が
生
ぜ
し
な
り
。
此
試
験
に
於
て
は
維
磐
一堂
使
用
す
る
も
結
局
に
於
て
効
果
た
し
と
云
ふ
ぺ
し
。

〈

ロ

〉

石
炭
窒
素
反
首
一

O
貫

-
択
に
石
友
窒
素
の
撒
布
結
果
を
見
る
に
、
反
省
一

O
貰
医
〈
坪
首
一
二
五

g
v
に
於
て
は
、
雑
草
は
、
殆
ん
ど
枯
死

L
た
れ
ど
、
共
後
新
に

費
生
す
る
も
の
、
叉
は
建
存
し
た
る
も
の
あ
り
た
り
。
五
月
二
一
日
の
調
査
に
よ
れ
ば
建
存
草
量
は
第
一
医
は
二
六
%
、
第
二
直
は
四
二
%

に
な
り
た
り
。

一
，
方
叉
小
委
も
相
官
に
被
害
あ
り
て
、
中
に
は
全
く
枯
死
し
て
、
快
株
を
生
じ
た
る
も
の
も
少
し
あ
り
た
り
。
さ
れ
H
C
只
黒

費
し
た
る
程
度
の
も
の
ば
快
復
し
た
る
が
放
に
、
安
の
牧
量
は
普
通
の
除
草
耕
作
よ
り
も
梢
増
牧
に
な
り
た
り
。
と
れ
肥
効
に
よ
る
べ
き
か
。

ハ
ハ
)

石
次
第
訴
反
省
五
貫

反
首
五
賀
直
〈
坪
賞
六
三
g
)
に
於
て
は
、
五
月
二
一
日
の
残
草
量
は
第
一
匿
に
於
て
四

o
d、
第
二
区
に
於
て
九
O
d
m
に
し
て
、

。

貫
直
に
比
し
て
除
草
の
効
果
は
僅
少
た
り
@
さ

a
れ
ど
、
小
萎
の
牧
量
に
於
て
は
一

O
賀
直
に
異
ら
や
，
、
相
首
の
肥
効
を
見
た
る
が
如
し
・
右

要
剤
に
よ
る
緩
慈
の
駆
除
滋
厳

第
五
組

一一一ご五
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事
事
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第
一
回
使
用
と
閲
巳
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の
。

2) 
統

酸
ア

y
モ
ニ

7
施
肥
の
も
の
は
宵
出
来
と
な
り
、
倒
伏
、
極
鈍
粉
病
大
震
生
す
る
特
に

2
随
は
甚
し
い
。

3) 
石
灰
蜜
素
125g匿

の
d
、
奈
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草
丈
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置
聾
剤
に
主
る
畿
草
の
届
除
試
駿

宙
開
五
穣

.̂ 

《
イ
V

綾

馨

撒
布
賞
時
、
雑
草
は
殆
ん
ど
枯
死
し
た
り
。
小
委
等
も
黒
費
し
て
多
少
害
せ
ら
れ
た
れ
ど
、
聞
も
無
く
快
復
し
た
り
。
五
月
二
一
日
調
査

に
よ
れ
ば
、
臨
時
存
草
量
は
六
一
ニ
，
%
な
り
。
小
萎
の
牧
量
は
無
除
草
に
比
し
て
精
減
少
し
、
九
三
d

刊
に
し
て
、
千
粒
重
も
精
小
な
る
が
如
し
・

此
試
験
に
よ
れ
ば
緑
砦
の
効
果
な
き
を
認
む
。

〈

ロ

}

石

友

窒

素

撒
布
首
時
雑
草
は
殆
ん
ど
枯
死
し
た
れ
ど
、
禾
本
科
の
雑
草
は
少
し
残
れ
り
。
と
れ
が
後
に
旺
盛
に
費
育
す
る
が
故
に
、
そ
の
建
草
量
は

無
除
草
に
比
し
て
ニ
七
%
及
九
六
dw
に
な
れ
り
。
小
委
は
撒
布
嘗
時
少
し
く
被
害
あ
れ
ど
も
、
聞
も
無
く
快
復
し
て
草
丈
は
犬
に
な
り
、
そ
・

。
線
量
は
標
準
に
比
し
て
犬
た
り
き
。
設
東
は
除
草
耕
作
に
敢
て
劣
ら
ざ
る
が
如
し
。
千
粒
援
は
小
た
り
。
石
友
電
議
反
首
五
貨
を
施
問
し

て
可
及
る
を
認
む
。

《ハ
V

硫

安

硫
安
二
O
u
w温
厚
液
は
小
委
に
も
容
を
呈
し
た
り
。
雑
草
は
禾
本
科
を
除
き
て
殆
ん
ど
枯
死
し
た
h
v
。
さ
れ
ど
そ
の
後
の
肥
効
犬
な
る
箆
・

め
に
、
小
委
は
青
出
来
に
左
り
ウ
ド
シ
コ
病
の
褒
生
を
見
た
り
。
組
重
量
は
著
し
く
大
と
な
り
、
倒
伏
せ
ざ
る
直
に
於
て
は
増
牧
に
な
り
、

倒
伏
し
た
る
恒
に
於
て
は
厳
重
が
著
し
く
減
少
し
た
り
。
千
粒
重
は
雨
者
と
も
著
く
小
に
し
て
、
小
委
の
品
質
は
劣
等
な
り
。
硫
安
は
、
小

姿
の
倒
伏
を
来
さ
Y
る
時
は
除
草
の
目
的
に
施
用
し
て
可
た
ら
ん
か
。

《

2

V

硫

酸

硫
酸
一
・
四
%
坪
首
一
立
直
は
撒
布
首
時
、
小
委
に
被
害
殆
ん
ど
無
く
、
雑
草
は
少
し
く
枯
死
し
た
り
。
五
月
一
一
一
日
の
残
草
量
は
無
除
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石
衣
室
素
を
反
賞
五
賞
施
せ
し
も
の
は
、
油
成
事
貴
著
し
く
小
に
し
て
、
立
毛
審
査
に
於
て
除
草
直
に
比

L
て
別
に
義
異
色
仏
し
。

一O
賀
直

《
ロ
V

石

友

窒

素

に
於
て
は
、
第
一
直
に
於
て
、
カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
の
生
建
せ
る
も
の
が
旺
盛
の
殻
育
を
な
し
た
る
矯
め
、
そ
の
時
四
草
貴
は
六
四
%
と
な
れ
る
も

他
の
直
に
於
て
は
著
し
く
少
か
り
き
。
小
萎
は
倒
伏
す
る
も
の
あ
り
、
ウ
ド
シ
コ
病
も
費
生
し
て
、
小
委
の
生
育
は
不
良
な
り
き
。
石
夜
空

議
は
反
首
宜
貰
を
遁
首
ー
な
り
と
す
。

(ハ一
v

硫

安

硫
安
ニ

odw坪
首
一
立
に
て
は
小
事
実
の
草
丈
が
大
に
な
り
て
、
倒
伏
し
た
る
矯
め
そ
の
作
僚
聞
の
雑
草
は
寝
生
少
か
り
し
も
、
小
委
の
褒

育
は
不
良
た
り
き
。

《

-

{

)

硫

酸

硫
酸
ニ
・
七
%
撒
布
す
れ
ば
、
撒
布
昔
時
雑
草
は
禾
本
科
を
除
け
ば
殆
ん
ど
枯
死
し
た
れ
ど
、
小
萎
に
多
少
被
害
あ
り
た
り
。
五
月
一
一
一

日
の
建
草
量
は
一
、
ニ
直
に
於
て
大
差
を
認
む
る
は
、
第
二
直
に
カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
の
費
生
せ
し
翁
め
に
し
て
、
と
の
も
の
は
一
株
に
於
丈
も

他
の
雑
草
に
比
較
し
て
薫
董
が
大
な
る
笥
な
り
。
小
委
の
牧
量
を
調
査
せ
ざ
り
し
。

第
四
回
試
験
(
四
月
一
一
一
日
撒
布
〉

第
四
回
以
後
の
質
験
に
は
礎
剤
局
主
と
し
て
作
僚
聞
に
撒
布
し
、
小
菱
作
僚
に
は
基
部
の
み
に
撒
布
し
た
り
。
よ
っ
て
小
萎
に
劃
す
る
容

は
今
迄
の
賓
験
よ
り
は
少
し
。
此
試
験
は
四
月
一
一
一
日
に
撒
布
し
た
る
も
の
な
り
。

(
イ
〉

緑

馨

車
察
側
に
よ
る
縫
草
の
腐
険
制
剖
・

第
五
報

一一一一一一一
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粉
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震
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生
残
れ
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1
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生
育
旺
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本
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1
X
2
)
嵐
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簡
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1
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所
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2
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よ
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生
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薬
剤
に
よ
る
縫
草
の
廃
除
試
駿

第
五
回
舵

三一一一凪

反
賞
五
賀
直
は
撒
布
昔
時
に
小
窓
会
に
殆
ん
ど
申
骨
無
し
雑
草
は
約
半
分
枯
死
し
、
そ
の
建
草
量
は
二
↓

μ又
は
八
四
%
な
り
し
も
、
小
委
の

牧
量
は
増
加
し
た
り
。
さ
れ
ど
千
粒
重
は
小
な
り
。

反
省
八
貫
直
は
轍
布
営
時
に
、
-
小
婆
の
葉
が
少
し
く
容
を
ら
れ
た
る
が
、
雑
草
は
殆
ん
ざ
枯
死
し
た
る
も
、
後
に
建
草
量
は
約
半
分
と
な

れ
り
、
小
委
は
育
出
来
な
る
も
、
戴
牧
は
増
牧
と
な
り
た
り
。
千
粒
震
は
小
た
り
。

〈

ハ

〉

硫

安

一
O
M直
は
小
委
も
雑
草
に
も
被
害
な
し
、
小
宮
雰
は
草
・
丈
大
と
な
り
育
出
来
と
な
り
て
パ
ウ
ド
ン
コ
病
費
生
し
た
り
。
そ
の
穀
牧
量
は
増

加
し
た
れ
ど
、
千
粒
怠
は
小
な
り
き
。

二
O
u
n
Eは
小
萎
の
葉
に
少
し
く
被
害
あ
り
、
雑
草
は
殆
ん
ど
枯
死
し
牧
量
は
一

od拘
置
と
同
様
に
著
し
く
増
し
た
れ
E
、
千
粒
蛮
は
甚

だ
小
た
り
。

'‘、
.:=. 、d

硫

酸

硫
酸
二
・
五
%
は
小
委
に
答
無
し
q

雑
草
は
禾
本
科
b
L
除
く
の
外
、
殆
ん
ど
枯
死
し
た
る
が
後
に
残
草
量
は
二
一
一
一
1
4
2
こ
が
あ
り
た
り
。

小
委
牧
量
は
無
除
草
直
よ
h
v
著
し
く
減
少
し
て
、
無
除
草
に
比
し
て
八
五
!
八
八
%
に
な
れ
り
。
千
粒
重
も
亦
小
た
り
。

硫
酸
五
%
は
小
委
に
撒
布
官
時
少
し
く
容
あ
り
、
雑
草
は
禾
本
科
を
除
け
ば
他
は
殆
ん
ど
枯
死
し
、
そ
の
建
草
量
は
九

i
一
一
一
七
%
な
り
き
。

小
婆
の
牧
量
は
無
除
草
直
に
比
し
て
、
減
少
し
た
り
。
此
結
果
よ
り
せ
ば
此
漉
皮
の
硫
酸
を
使
用
す
べ
か
ら
ざ
る
を
認
む
・

第
五
回
試
験
(
四
月
一
七
日
撒
布
)

本
試
験
は
中
耕
除
幕
を
二
回
行
ひ
た
る
圃
場
に
就
き
て
行
ひ
し
も
の
に
し
て
、
雑
草
の
費
生
は
少
き
匝
た
り
。
而
し
て
礎
剤
を
作
僚
聞
の
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面
禁
制
用
に
よ
る
能
草
の
騒
除
試
駿

み
に
撤
布
せ
り
。

《イ
V

紘

一
五
%
区
、
二
O
d
w
阪
共
に
撒
布
首
時
に
小
菱
に
被
害
な
か
り
き
。
雑
草
は
殆
ん
ど
枯
死
し
そ
の
残
草
量
は
一
一
一
一

l
一
八
%
に
し
て
小
萎

は
増
牧
た
り
。
千
粒
箪
は
柑
小

な
り
。

石

友

窒

【

ロ

〉
反
首
五
賞
及
び
一

O
貰
を
施

し
た
る
置
は
、
撒
布
官
時
に
小

一
五
貫
医
は

市
会
に
被
害
な
し
。

葉
を
少
し
申
脅
し
た
り
。

雑
草
は

五
貨
に
で
約
b
T
分
枯
死
し
、

O
賞、

一
五
貰
院
に
於
て
は
殆

ん
ど
枯
死
.
し
て
、
そ
の
建
草
量

は
豆
賀
直
に
て
は
七
五
%
な
れ

馨業

小委-の盤素酸加里及び石衣室素の襲客

第
五
回
開

六

堕素直費加里0.5及び 1%彼徹子百
r町、

によりて舗を生じ、向って右笠

.1り襲警の甚しきものより穂原

kの毎度のものを示すg 〉

、・_，_，
石
1J( 

鐙

薬

、-書官
副韓

ど
も
、
他
の
も
の
は
一
一
ニ
必
に
減
少
し
た
り
。
小
委
牧
量
は
標
準
よ
り
何
れ
も
犬
た
り
。
さ
れ

E
一
五
貫
直
の
千
粒
重
は
小
た
り
。
他
も
楠

小
去
り
。



円
イ
】

石
・
友

輩

家

〈ハ
V

鹿
素
酸
加
周
一
一

0
・
五
%
医
は
撒
布
昔
時
小
婆
に
多
少
被
害
あ
り
た
り
。
そ
の
葉
に
掃
を
生
十
。
と
れ
根
よ
り
吸
牧
す
る
認
め
、
そ
の
葉
脈
の
維
管
東
が
白

色
に
な
り
、
捕
と
ゑ
り
し
な
り
。
雑
草
は
殆
ん
ど
枯
死
じ
、
そ
の
建
草
量
は
一
三
dmた
り
。
小
萎
牧
量
は
無
除
草
に
劃
し
九
二
%
に
し
て
、

千
粒
震
も
著
し
く
小
な
り
。
よ
っ
て
之
が
撒
布
は
小
葬
に
官
官
あ
り
と
云
ふ
ペ
し
・
一
%
直
は
縞
を
生
じ
た
る
も
の
多
し
・
雑
草
は
全
部
枯
死

し
て
、
五
月
二
一
日
比
は
建
草
な
き
を
認
め
た
り
。
さ
れ
ど
そ
の
牧
量
は
無
除
草
よ
り
も
大
た
り
を
@
千
粒
重
は
小
た
り
。
〈
寝
虞
)

第
六
回
試
験
〈
四
月
二
八
日
撒
布
】

本
試
験
に
於
て
も
、
前
聞
に
同
じ
く
作
僚
聞
の
み
に
礎
剛
を
撒
布
し
た
り
・

反
省
四
賀
.R
に
於
て
、
雑
草
は
枯
死
す
る
も
の
あ
れ

E
、
あ
月
二
一
日
の
建
草
量
は
標
準
よ
り
大
た
り
。
さ
れ
ど
肥
効
の
矯
め
か
、
小
萎

の
牧
量
は
多
し
。
千
粒
或
も
大
た
り
。

五
!
一
五
貫
匝
に
於
て
は
、
そ
の
建
草
量
が
一
二

O
l七
O
Mに
し
て
、
小
委
の
牧
量
は
多
く
は
標
準
よ
り
多
き
が
如
〈
、
千
粒
重
も
梢
大

た
り
。
大
世
に
於
て
除
幕
の
目
的
の
詩
に
石
友
拘
置
業
の
施
用
は
有
効
と
云
ふ
べ
し
。

《

ロ

〉

一
O
M直
共
に
小
婆
の
葉
の
一
部
は
枯
れ
た
り
。
雑
草
は
殆
ん

E
枯
死
す
る
も
、
作
僚
に
ヤ
へ
・
ム
グ
ラ
の
多
く
生
ぜ
る
直
に
於
て
は

硫

酸

五、

液
が
掛
り
難
き
篇
に
、
建
官
平
量
多
し
。
五
%
区
の
如
き
は
、
そ
の
建
草
量
は
六
一
，
%
な
り
。
他
匿
に
於
て
は
一

l
八
%
に
し
て
、
建
事
量
は

著
し
く
少
〈
、
攻
量
に
於
て
は
無
除
草
標
軸
平
に
比
し
て
費
り
な
し
。
千
栓
重
は
小
島
他
り
。
よ
っ
て
施
用
の
効
巣
無
曾
か
。

E'剣
に
よ
る
纏
首
阜
の
・
除
誠
.

，，
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直
察
岨
用
た
よ
る
鎗
草
の
巌
除
誠
厳

第
五
磁

て
向
。

(

イ

〉

総

鋒
(
硫
酸
噂
v

線
馨
は
小
要
作
の
初
期
に
於
て
は
、
小
委
に
及
ぼ
す
容
は
梢
多
〈
、
後
に
快
復
ず
る
も
そ
の
牧
量
は
少
し
・
四
月
中
旬
以
後
に
織
布
す
れ

ば
一
五
!
こ
O
，
%
博
液
に
於
て
も
小
委
の
被
害
は
少
く
、
牧
量
も
敢
て
減
少
せ
や
。
只
千
粒
重
は
小
た
り
。

《ロ
V

石

友

窒

3長

小
委
生
育
の
初
期
に
於
て
は
、
石
友
窒
素
撒
布
の
篇
め
に
寄
せ
ら
れ
て
依
株
を
生
守
る
も
の
あ
れ
ど
も
‘
そ
の
後
快
復
す
。
二
月
上
旬
に

反
富
一
O
貰
施
用
に
於
て
は
、

一
般
に
そ
の
建
草
量
を
字
分
以
下
と
た
し
て
小
委
も
増
牧
た
り
。
反
首
五
貫
に
し
て
硫
安
を
迫
肥
と
し
て
施

せ
ば
、
除
草
の
効
果
は
前
者
よ
り
も
少
な
け
れ
ど
、
小
委
の
牧
量
は
多
し
。
一
二
月
五
日
及
び
そ
れ
以
後
応
は
反
賞
五
!
八
貫
を
撒
布
し
た
る

に
除
草
の
効
果
あ
り
、
且
つ
小
委
の
牧
量
も
多
き
を
認
め
た
り
。
但
し
予
粒
重
は
小
に
友
り
て
品
質
は
楠
不
良
な
る
が
如
し
・

〈

《

V

硫

安

硫
安
の
一
o
u
w
液
に
て
は
除
草
の
効
呆
な
し
・
二
O
u
w
液
に
於
て
は
除
草
の
効
巣
あ
る
も
小
変
は
背
出
来
倒
伏
す
る
虞
が
あ
り
、
牧
量
は

一
般
に
多
い
が
千
粒
重
著
し
〈
小
な

p
、
故
に
資
行
の
慣
似
た
し
。

《
-
一

v

硫

酸

一
一
・
五
%
以
上
の
謹
度
に
於
て
は
、
初
期
に
於
て
小
委
を
害
す
.
凶
月
下
旬
以
後
は
五

l
一
O
%
の
濃
度
液
の
撒
布
に
よ
り
て
も
小
委
の
被

害
は
少
げ
れ
ど
、
一
般
に
減
牧
を
来
た
し
、
予
杭
兎
は
小
・
な
る
放
に
、
委
闘
の
薬
剤
に
は
本
質
験
の
設
度
を
周
ふ
る
と
と
は
考
慮
を
婆
す
。

盟

素

酸

加

里

(

ホ

》

聾
業
醜
加
重
は
四
月
一
七
日
以
前
の
試
験
を
訣
ぎ
て
、
そ
れ
以
後
の
み
の
試
験
な
る
が
、
除
草
の
効
果
は
大
た
り
。
さ
れ
E
小
委
に
縞
を



生
じ
て
害
す
る
が
故
に
此
薬
剤
は
慣
用
不
可
と
一
宮
ふ
ぺ
し
島

要
す
る
に
、
各
国
試
験
b
L
通
じ
て
、
石
夜
空
素
撒
布
は
概
ね
培
牧
を
来
た
し
、
硫
酸
は
一
・
四
%
の
場
合
に
精
良
好
な
る
が
、
そ
れ
以
上

に
て
は
一
般
に
減
牧
を
来
た
す
を
認
め
た
り
。
又
硫
酸
畿
一
五
dw液
を
四
月
一
一
一
日
撒
布
は
鞘
良
好
の
結
果
乞
呈
し
た
る
が
未
だ
十
分
な
る

質
験
結
果
を
得
ざ
る
に
つ
き
、
更
に
賓
験
を
繰
り
返
す
議
定
な
り
。

回
、
摘

要

二
、
水
稲
刈
取
後
に
、
牛
耕
の
前
又
は
後
に
石
友
蜜
講
を
反
賞
五
、

一
O
、
=
O貫
撒
布
し
、
後
に
整
地
し
た
る
に
、
雑
草
の
費
生
防
除
に

て
昭
和
一
五
年

l
一
六
年
に
、
硫
酸
嘩
、
石
友
窒
素
‘
硫
酸
、
硫
安
及
び
盟
素
酸
加
里
を
用
ひ
て
小
婆
畑
の
除
草
試
験
を
行
ひ
た
り
。

は
何
等
の
効
果
を
認
め
ざ
り
き
。

一
二
、
小
委
の
各
成
育
期
に
襲
剤
及
び
濃
厚
肥
料
を
施
し
て
、
之
が
雑
草
防
除
及
び
小
菱
の
生
育
並
に
牧
量
に
及
ば
す
影
響
を
見
た
る
に
、
次

に
越
ぷ
る
が
如
き
結
果
を
得
た
り
。

要
剤
に
よ
る
様
車
の
駆
除
議
駿

第
五
線

玄
一
例

四、

硫
酸
蟻
(
維
馨
)
を
四
月
中
旬
以
後
に
撒
布
す
れ
ば
、

一
五
ト
ニ
O
d
w
坪
首
一
立
の
博
液
に
で
も
小
委
に
被
害
な
く
、
枇
量
も
敢
て
減

や
る
と
と
な
く
し
て
相
官
に
除
草
の
効
果
あ
り
。
さ
れ

E
小
萎
作
の
初
期
の
施
用
は
小
萎
に
官
官
あ
り
。

五
、
石
友
盟
索
は
反
古
五

l
八
買
を
撒
布
す
れ
ば
小
委
に
多
肥
の
容
な
く
、
且
つ
相
営
の
除
草
効
果
あ
り
。

六
、
硫
安
一
・
一

ouw坪
蛍
一
立
は
除
草
の
効
果
あ
れ
ど
も
、
小
委
は
出
来
過
ぎ
て
倒
伏
の
虞
あ
り
一

O
Mに
て
は
除
草
の
効
果
無
し
・

七
.
硫
酸
は
除
草
の
効
果
あ
れ
ど
本
貨
験
の
謹
度
に
て
は
菱
に
害
あ
る
放
に
之
が
撒
布
は
慣
値
無
し
。
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